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〓
〓
北
ア

・
白
馬
大
池
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告
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〓
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◆
山
行
日
＝
７
月
７
日

（
日
） 

◆
参
加
者
＝
大
瀬
、
田
中

（報
告
）
、
斉
藤
春
、
渡
辺
久
、
渡
辺
悦 

▼
タ
イ
ム
＝
蓮
華
温
泉
７

：
５
０
…
天
狗
の
庭
９

：
５
５
…
１
１

：
５
５
白
馬
大
池
１
２

：
４
０
…
１
５

：
５
５
蓮
華
温
泉 

▼
白
馬
大
池
に
向
か
っ
て
蓮
華
温
泉
か
ら
出
発
。
こ
の
時
期
に
登
る
の
は
初
め
て
。
こ
ん
な
に
花
の
多
い
山
だ
っ
た
な
ん
て
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
ハ
ク 

サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
等
々
。
後
で
数
え
た
ら
２
３
種
類
も
の
名
前
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
初
め
て
見
た
ム
シ 

ト
リ
ス
ミ
レ
。
き
れ
い
な
紫
色
で
虫
を
誘
っ
て
ど
う
す
る
の
か
な
？ 

▼
生
憎
の
天
気
で
雨
具
着
用
で
し
た
が
、
楽
し
ん
で
登
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
す 

ぐ
白
馬
大
池
の
平
坦
地
に
な
る
所
。
も
う

一
頑
張
り
と
思
っ
た
ら
登
山
道
が
川
に
な
っ
て 

い
る
。
雨
の
た
め
か
な
、
と
考
え
て
い
た
ら
目
の
前
に
残
雪
が
広
が
り
、
小
雨
プ
ラ
ス 

風
プ
ラ
ス
足
元
残
雪
で
寒
く
、
早
々
に
白
馬
大
池
小
屋
に
入
る
。 

▼
小
屋
で
は

「
天
候
が
悪
く
て
荷
揚
げ
が
で
き
ず
、
肉
う
ど
ん
だ
け
あ
り
ま
す
」
と 

の
事
。
全
員
肉
う
ど
ん
を
注
文
す
る
。
大
満
足
で
体
は
温
ま
り
お
腹
は
イ
ッ
パ
イ
。 

一
息
つ
い
て
コ
ー
ヒ
タ
イ
ム
の
後
下
山
開
始
。 

▼
強
い
風
に
健
気
に
耐
え
て
い
る
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
に
別
れ
を 

告
げ
、
快
調
に
歩
を
進
め
な
が
ら
思
い
思
い
の
花
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
。
天
狗
の
庭
に 

着
く
と
、
白
馬
大
池
で
出
会
い
言
葉
を
交
わ
し
た
福
島
県
の
女
性
２
人
組
に
追
い
つ
く
。 

霧
の
た
め
白
馬
登
山
を
あ
き
ら
め
た
と
の
事
。
面
倒
見
の
良
い
斎
藤
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん 

ご
夫
妻
が
戸
倉
山
へ
の
行
き
方
を
地
図
で
説
明
。
山
の
仲
間
同
士
の
微
笑
ま
し
い
ワ 

ン
シ
ー
ン
で
し
た
。 

▼
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
、
最
後
は
姫
川
温
泉
で
手
足
を
伸
ば
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。 

《
報
告
ｂ

ｙ
田
中
、
写
真
ｂ
ｙ
渡
辺
久
》 

※
当
日
の
写
真
は
会
報

・
雪
洞
№
３
２
で
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

白馬大池に到着するもガスで真っ白 
周囲にはハクサンコザクラやハクサン 
イチゲなどたくさん咲いていました❢ 

…次回例会…8 月 19 日(月)… 



★山域・山名＝長野・四阿山、根子岳 

★山行日＝2019 年 7 月 27 日（土） 

★天候＝晴れのち曇り、ガス、のち小雨 

★山行者＝加藤、田中×2、池亀（報告） 

 

▼菅平高原周辺は学生達のスポーツ合宿のメ

ッカだとか。グランドではボールを追い、ロー

ドランニングをする人たちが見られる。登山口

周辺の大草原には牧場があり、牛が多く放牧さ

れている。その牧場脇から登山道に入る。 

▼中四阿までは緩やかな登りで、可愛らしい

花々（ウツボグサ、オトギリソウ、ミネウスユ

キソウ、クルマユリ、ヤマホタルブクロなど）

をカメラに収めながら楽しく歩く。天気もイイ

感じ❣❣でも中四阿からはなんたって急登で

息が上がってしまう。途中の展望は眼下の町並

み、近くの山々はきれいに見え、遠くの山々は

雲がかかっているも絶景❢ 

▼次第に霧がかかり、視界の悪い中を歩くこと

3 時間�やっと四阿山山頂 2354m、百名山。

なんとここは群馬県嬬恋村、だったんだと気づ

く。古くから信仰の山で立派な石柱が立ってい

る。「ありがとうございます。何事もなく下山

できますように…」と手を合わせる。 

▼そうこうしている間に雨。レインウエア着用。

早々にランチを済ませ、二つ目を目指すのは根

子岳❢❢「ここからはかなりの急こう配の下り、

ぬかるみ、岩や根っこで滑らんようにネ～」と

加藤さんからアドバイス。 

▼登山道はササが多く、そして段差のある岩々。

なにしろ根っこが…❣「あっ、わかったわ！？ 

この根子岳って（本当はまだ四阿山の中腹なん

だけど）根っこがすごいから、だから根子岳ち

ゃんじゃない❓」と…。下っても下っても根っ

こだらけ�。 

▼もぉ～太腿も集中力も切れそうなときに、前

方に根子岳がドカーンと❣うれしいやら愕然

やら（泣）。ここから本腰を入れる。登り 40

分くらいとか…って、本当なの～。聞いていた

けどツラ過ぎる登り。笹の中で足下が見えず、

ドロドロだぁ～。 

▼雨が少し強まる中、ひたすら歩き、ゴツゴツ

の岩場へと変化。まるで明星山の山頂手前の感

じ。時より雨もやみ、霧が引けて鞍部の大草原

が見られた。やっとこさ根子岳山頂。でも残念

なことに周囲は真っ白❣素直になれず、イボつ

って山頂の祠に手を合わせる（神様ゴメン）。 

▼加藤さん「まぁ～こんな日もあるよねぇ～(^^

♪」。田中さん「次の楽しみが増えたネ～!(^^)!」

私は苦笑�(◞‸◟)。 

▼雨と汗でビッショリ、ドブねずみ。帰路途中

の温泉“湯っ蔵んど”（広～～い施設で最高❢

また来たい❣）でさっぱりしたネ❣皆さんに感

謝。ありがとぉ～～～。この日の万歩計は

23,565 歩でした。  《報告 by 池亀》 

▼タイム＝菅平牧場登山口 7:40…中四阿

9:45…10:45 四阿山 11:25…根子岳 13:05

…14：30 登山口 

山行記 
 

四阿山山頂にて 周囲はガスで 
真っ白 この直後雨になりました 


